
活動指標

○文化芸術活動に対する援助
　・芸術文化振興基金等による助成実績

活動実績

（当初見込
み）

（助成金の交付）
　芸術家・芸術団体が行う芸術の創造普及を図るための活動その他の文化の振興普及を図るための活動に対する援助を実施した。
　・芸術文化振興基金助成金
　　　平成20年度　740件　1,668百万円
　　　平成21年度　661件　1,204百万円
　　　平成22年度　804件  1,467百万円
  ・芸術創造活動特別推進事業助成金
　　　平成20年度　文化庁で実施
　　　平成21年度　529件　4,899百万円
　　　平成22年度　466件　4,278百万円

（伝統芸能の公開）
　歌舞伎、文楽、能楽、組踊等伝統芸能の公開については、多種多様な演出や技法を尊重しながら、つとめて古典伝承のままの姿で正し
く維持・保存されるよう心がけて実施した。
　平成20年度　184公演（1,036回）
　平成21年度　185公演（1,056回）
　平成22年度　182公演（1,151回)
（現代舞台芸術の公演）
　国際的に比肩しうる高い水準のオペラ、バレエ、現代舞踊、演劇を自主制作により上演した。
　平成20年度　33公演（237回）
　平成21年度　35公演（248回）
　平成22年度　33公演(271回)

22年度 23年度活動見込

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

○伝統芸能の公開及び現代舞台芸術の公演
　・伝統芸能等の公演実績

活動実績

（当初見込
み）

現代舞台芸術
　【平成20年度　入場者数188,144人（目標176,100人）】
　・概ね良好な集客状況で、オペラをはじめ多くのジャンルで目標入場者数を上回った。また「中学生のためのバレエ」公演を初めて実施
し、新たな観客層の開拓を図った。
　・国内外での共同制作及び意欲的な新制作が高く評価され、創作面でも一層の充実を見た。

22年度20年度 21年度

達成度

○伝統芸能の伝承者の養成及び現代舞台芸術
の実演家その他の関係者の研修

成果実績

既成者研修発表会の実施
　ワークショップ等での研修修了生の起用により、活躍の場を作った。
研修修了生の現況(平成23年4月1日現在)
　　歌舞伎俳優　　　　　研修修了生の占める割合　29.2%
　　歌舞伎音楽(竹本)　研修修了生の占める割合　80.6%
　　歌舞伎音楽(鳴物)　研修修了生の占める割合　40.0%
　　歌舞伎音楽(長唄）　研修修了生の占める割合 10.9%
　　大衆芸能(寄席囃子）研修修了生の占める割合 87.5%
　　大衆芸能(太神楽) 研修修了生の占める割合 34.8%
　　文楽　研修修了生の占める割合 48.8%
　　能楽　研修修了生の占める割合 6.3%
　　組踊　研修修了生の占める割合 9.6%

達成度

○伝統芸能及び現代舞台芸術に関する調査研
究の実施並びに資料の収集及び活用

成果実績 上演資料集の刊行により、上演内容への理解を促進した。
近代歌舞伎年表の刊行、古文献の復刻・刊行により、再演時の活用、公演の充実をはかった。
文化デジタルライブラリーのトップページをリニューアルしたことにより利用者がより使いやすい環境設定を構築できた。

単位 20年度 21年度

目標値
（　　年度）

○文化芸術活動に対する援助
成果実績 ・文化庁支援事業との統合により、初年度の事業がスムーズに執行されており、申請・審査が一元化され効率化が図られた。

・平成22年度においては、審査及び公表等の情報提供を含め、助成金の申請受理から交付決定までの期間が平成21年度に比して短縮
された。
（平成21年度 30.5日→ 平成22年度 25.3日）達成度

成果指標 単位

10,062

　【平成21年度　入場者数192,720人（目標191,170人）】
　・経済状況の大変悪い中、全体として目標人数を達成することができた。
　・オペラにおいては、バイエルン州立歌劇場との共同制作による「ヴォツェック」の上演や、ニーベルングの指環4部作の再演の完了は、
新国立劇場にとって大変意義深いものであった。
　・バレエにおいては、ロシアのモスクワボリショイ劇場にて「牧阿佐美の『椿姫』」を日露共同上演事業として上演
し高い評価を得ることができた。また「アンナ・カレーニナ」では現代バレエの上演という意義・必要性をアピール
することができた。
　・現代舞踊においては、金森穣「Noism09」が、新潟のりゅーとぴあとの共同制作にて上演を行うことができ、地方との連携において成果
を上げた。
　・演劇においては、超大作の「ヘンリー六世」が大変な好評を得、昨年の「焼肉ドラゴン」に引き続き、読売演劇大賞を受賞した。
　・青少年を対象とした鑑賞公演等においても、今年はこどものためのバレエ劇場をレパートリーに加えることができ、より一層の充実を見
た。

　【平成22年度　入場者数168,663人（目標180,122人）】
　・現代舞台芸術公演の入場者数について、年度計画の目標には届かなかったものの、震災による中止公演分を除いた場合の目標入場
者数（167,650人）に対しては上回ることが出来た。
　・オペラは、日本オペラの新作「鹿鳴館」（6月）や、大作「トリスタンとイゾルデ」（12月）など、意欲的な取り組みで上演した
　・バレエは、新芸術監督振付の｢ビントレーのペンギンカフェ」（10月）など、新国立劇場バレエの新たな方向性を示す作品を上演した
　・バレエと現代舞踊の融合という新たな企画「DANCE to the Future」を上演した（5月）
　・井上ひさしの東京裁判三部作の連続上演（4～6月）や、「ヘッダ・ガーブレル」(9月)など日本の近代演劇に影響を与えた海外作品を、新
翻訳で上演した。

○伝統芸能の公開及び現代舞台芸術の公演

成果実績

　・国立の劇場としての役割を踏まえた企画意図に沿って計画どおりに公演事業を実施した。
伝統芸能
　【平成20年度　入場者数526,914人（目標508,800人）】
　・ほとんどの分野において目標入場者数を達成することができた。
　・江戸川乱歩の小説を初めて歌舞伎化した11月歌舞伎公演「江戸宵闇妖鉤爪」をはじめ、伝統芸能の伝承と普及に配慮した特色のある
公演を実施した。
　・沖縄県宜野座村での「林英哲太鼓コンサート」では、和太鼓に触れる体験コーナーとあわせて太鼓の魅力を伝えることができた。
　・文楽劇場では20年4月公演「競伊勢物語」、夏休み文楽公演「国言詢音頭」、11月公演「八陣守護城」など、久しぶりに上演する作品を
含め上演レパートリーの拡大に努めた。

　【平成21年度　入場者数543,969人（目標522,850人）】
　・江戸川乱歩の小説を歌舞伎化した10月歌舞伎公演「京乱噂鉤爪」をはじめ、伝統芸能の伝承と普及に配慮した特色のある公演を実
施。
　・能楽堂の4年ぶりの新作能「野馬台の詩」では、能と狂言の融合という点において、また、現代に生きる能・狂言としての姿を、国立能楽
堂ならではという形で示せた。
　・文楽劇場は、開場25周年記念公演を年間通じて行い、4月「義経千本桜」、夏休み「天変斯止嵐后晴」、11月「芦屋道満大内鑑」、1月
「彦山権現誓助剣」など、本格的な通し上演や久しぶりに上演する作品及び復活作品を含め文楽上演レパートリーの拡大に努めた。

　【平成22年度　入場者数514,571人（目標524,194人）】
　・雅楽、声明、民俗芸能、特別企画、大衆芸能の入場者数について、年度計画の目標入場者数を達成することができた。
　・震災により一部の公演を中止した歌舞伎、能楽、組踊等沖縄伝統芸能の入場者数について、年度計画の目標には届かなかったもの
の、震災による中止公演分を除いた場合の目標入場者数に対しては上回ることができた。
　・以上の伝統芸能公演全体の入場者数について、年度計画の目標には届かなかったものの、震災による中止公演分を除いた場合の目
標入場者数（506,968人）に対しては上回ることができた。
　・10月「天保遊侠録」「将軍江戸を去る」の新歌舞伎作品の上演や、1月「四天王御江戸鏑」の196年ぶりの復活通し上演など、特色ある
歌舞伎公演を実施した。
　・三島由紀夫原作の新作文楽「鰯売恋曳網」（9月本館）や、文楽劇場での「日本振袖始」（夏休み公演）の復活上演など、文楽上演演目
のレパートリーを拡充した。
　・演芸場で「親子で楽しむ演芸会」「立川流落語会」「圓楽一門会」など、独自性のある企画を実施した。
　・能楽堂で新たに社会人向けの入門公演「働く貴方に能楽公演」（8月）を実施した。
　・国立劇場おきなわで新作の組踊（9月）、沖縄芝居(11月)、歌舞劇(3月)など、多彩な企画を実施した。

達成度

執行額 11,023 10,985 10,570

執行率（％） 100.0% 100.0% 100.0%

政策課長
大木　高仁

事業名 独立行政法人日本芸術文化振興会運営費交付金に必要な経費

計 11,023 10,985 10,570 10,244

10,985 10,570

平成15年度 担当課室 政策課

0 0

事業番号 0386

　　　　　　　　　　　　　平成２３年行政事業レビューシート　　　　(文部科学省)

24年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 11,023

補正予算 0

繰越し等 0 0

10,244 10,062

0 0 0

事業の目的
（目指す姿を簡潔に。3行

程度以内）

　広く我が国の芸術文化の振興又は普及を図るための活動に対する援助を行い、あわせて我が国古来の伝統的な芸能の保存及び振興をはかるとともに、我が国における現代の
舞台芸術の振興及び普及を図り、もって芸術その他の文化の向上に寄与する。

施策名 ⅩⅡ－１　芸術文化の振興

作成責任者

事業概要
（5行程度以内。別添

可）

○芸術文化活動に対する支援
○伝統芸能の公開及び現代舞台芸術の公演
○伝統芸能の伝承者の養成及び現代舞台芸術の実演家その他の関係者の研修
○伝統芸能及び現代舞台芸術に関する調査研究の実施並びに資料の収集及び活用

実施方法 □直接実施　　　　　　　□業務委託等　　　　　　　□補助　　　　　　□貸付　　　　　　　■その他

事業開始・
終了(予定）年度

会計区分 一般会計
根拠法令

（具体的な条項も記載） 独立行政法人日本芸術文化振興会法　第3条

担当部局庁 文化庁

予算額・
執行額

（単位:百万円）

20年度 21年度 22年度 23年度

関係する計画、通知等 中期目標、中期計画、業務方法書



上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

「独立行政法人の事務・事業の見直しの基本方針」（平成22年12月7日閣議決定）等を踏まえ、寄附金収入の増加等を図るため、事業への支援の獲得、公演の入場料、施設貸付の増大等、自己収入拡大のための取組を実施している。また、一般競
争入札等による競争性、公平性、透明性を確保するため、仕様書の内容の見直し、公告期間の延長等、自己収入の拡大及びコスト縮減で、概算要求に▲290百万円反映した。

補記　（過去に事業仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

予算監視・効率化チームの所見

一部改善

１．事業評価の観点：この事業は、独立行政法人に対する運営費交付金の交付事業であり、事業の効率化の観点から検証を行った。
２．所　　　　　見：これまでも業務運営の効率化に努めてきたところであるが、「独立行政法人の事務・事業の見直しの基本方針」(H22.12.7閣議決定)等を踏まえ、 自己収入の拡大、事業の優先度を踏まえた重点化、国の負担を
増やさない形で事業の充実を図るべきである。
　なお、競争参加条件等のより一層の見直しを図るなど、契約の競争性、公平性、透明性を確保すべきである。

○ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

活
動
実
績

、
成
果
実

績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

○ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点
検
結
果

●事業の目的に沿った事業運営がなされていると認められる。
●基金事業について、芸術文化振興基金の運用収入が減少しているにもかかわらず、助成件数を高水準で維持していることは評価できる。また、募集説明会を東京、大阪のみならず、福岡でも実施したこと、ウェブサイトの内容更新頻度
が高いことも、当該事業への関心を高め、文化芸術の振興に寄与するものであることから大いに評価できる。
●公演事業について、公演数及び入場者数がおおむね目標数を超えたことは、多くの人が舞台に接する機会を設けたことを意味するものであり、大いに評価できる。
●監事及び外部有識者により構成される契約監視委員会において、法人が契約する個々の契約について、その契約の妥当性について審議を行い、議事概要をホームページで公表するなどして、透明性・競争性の確保に努めており、適
切な対応がなされていると認められる。
●国費の縮減のため、引き続き業務運営の効率化を進めるとともに、寄附金収入の増加等を図るため、事業への支援の獲得、公演の入場料の獲得、公演の入場料、施設貸付の増大等に努めることが求められる。

― 類似の事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担となっているか。

○ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

― 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

資
金
の
流
れ

、
費

目
・
使
途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

目
的
・
予
算

の
状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

平
成
2
3
・
2
4
年
度
予
算
内
訳

特記事項

国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業ではないか。

計 10,244 10,062

○

事業所管部局による点検

評 価 項　　　目

独立行政法人日本芸術文化振
興会運営費交付金 10,244 10,062

費　目

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）
（注）イタリック体につ
いては他補助金で実

施

単位当たりコスト

23年度当初予算 24年度要求 主な増減理由

算出根拠 －

業務の効率化による減

　【平成22年度】
　刊行
　　上演資料集　歌舞伎7冊　文楽5冊　組踊3冊
　　近代歌舞伎年表　名古屋編　第五巻
　　その他、文献の復刻、沖縄芸能史年表等
　　文化デジタルライブラリーホームページへのアクセス件数　426,910件
　展示
　　伝統芸能情報館資料展示室 実施4回
　　演芸場資料展示室 実施4回
　　能楽堂資料展示室 実施5回
　　文楽劇場資料展示室 実施5回
　　国立劇場おきなわ資料展示室 実施4回

（現代舞台芸術に関する調査研究の実施並びに資料の収集及び活用）
　上演や作品について資料調査を実施するとともに、自主公演の記録を作成するほか、各種芸能資料を収集し、資料展示室やインター
ネット等による公開を実施した。

　海外戯曲の翻訳に関する調査等
　新訳戯曲の刊行の検討
　上演作品や国内外の劇場・芸術団体等の実態及び活動状況に関する調査研究・活用
主催公演の公演記録映像等の整理・活用等
過去の上演作品に関する著作権等の調査・活用等
　【平成20年度】
　展示 舞台美術センター常設展 3回
 　　　　舞台美術センター企画展 2回
　　　 　新国立劇場内企画展 2回
 　　　　巡回展 3回
　【平成21年度】
　展示　舞台美術センター常設展 3回
　　　　　舞台美術センター企画展 1回
　　　　　新国立劇場内企画展 3回
　【平成22年度】
　展示　舞台美術センター常設展 3回
　　　　　舞台美術センター企画展 2回
　　　　　新国立劇場内企画展 3回

○伝統芸能の伝承者の養成及び現代舞台芸術
の実演家その他の関係者の研修
　・伝統芸能の伝承者等の養成研修実績

活動実績

（当初見込
み）

（伝統芸能の伝承者の養成）
　歌舞伎俳優、歌舞伎音楽、大衆芸能、能楽三役、文楽、組踊の研修課程を設け、伝承者養成を実施した。
　平成20年度　（文楽3名）
　平成21年度　（歌舞伎俳優6名、歌舞伎長唄3名、太神楽1名）
　平成22年度　（歌舞伎鳴物2名、歌舞伎竹本2名、能楽基礎課程4名、文楽2名、組踊9名）
（現代舞台芸術の実演家その他の関係者の研修）
　オペラ歌手、バレエダンサー、演劇俳優を育成するための研修を実施した。
　平成20年度　（オペラ5名、バレエ6名、演劇14名）
　平成21年度　（オペラ5名、バレエ6名、バレエ予科1名、演劇14名）
　平成22年度　（オペラ5名、バレエ6名、バレエ予科5名、演劇14名）

○伝統芸能及び現代舞台芸術に関する調査研
究の実施並びに資料の収集及び活用
　・伝統芸能等の調査研究

活動実績

（当初見込
み）

（伝統芸能に関する調査研究の実施並びに資料の収集及び活用）
　演出・演技の向上に資する各種の調査研究を行い、上演資料集など広く普及啓蒙に資する書籍等を刊行した。
　【平成20年度】
　刊行
　　上演資料集　歌舞伎7冊、文楽5冊、組踊3冊、
　　近代歌舞伎年表　名古屋篇」第三巻　他
　　文化デジタルライブラリーホームページへのアクセス件数　312,590件
　展示
　　伝統芸能情報館資料展示室 実施4回
　　演芸場資料展示室 実施4回
　　能楽堂資料展示室 実施5回
　　文楽劇場資料展示室 実施5回
　　国立劇場おきなわ資料展示室 実施4回
  【平成21年度】
　刊行
　　上演資料集 歌舞伎6冊、文楽5冊、組踊3冊
　　「近代歌舞伎年表　名古屋篇」第四巻他
　　文化デジタルライブラリーホームページへのアクセス件数　338,245件
　展示
　　伝統芸能情報館資料展示室 実施4回
　　演芸場資料展示室 実施4回
　　能楽堂資料展示室 実施5回
　　文楽劇場資料展示室 実施5回
　　国立劇場おきなわ資料展示室 実施4回

－



※平成22年度実績を記入

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）（単

位：百万円）

文化庁
10,570百万円

〔交付〕

独立行政法人日本芸術文化振興会
10,625百万円（運営費交付金部門）

※【A】には、当該年度運営費交付金の執行分のほか、
自己収入及び前中期目標期間繰越積立金からの執行
分も含む。

基金事業
2百万円

公演事業
6,039百万円

研修事業
710百万円

調査研究事
業

909百万円

共通事業
2,965百万円

公演事業
6,039百万円

新国立劇
場業務委

託

新国立劇
場運営財

団
3,395百万

円

国立劇場
おきなわ
業務委託

国立劇場
おきなわ
運営財団
466百万円

新国立劇
場熱媒需

給

東京オペ
ラシティ熱
供給株式

会社
281百万円

新国立劇
場（小劇

場）舞台機
構制御盤
等整備工

事

株式会社
サンケン・
エンジニア

リング
106百万円

国立劇場
（小劇場）
調光器盤
設備整備

工事

東芝ライ
テック株式

会社
98百万円

国立文楽
劇場

用地賃貸
借

大阪市
84百万円

国立劇場
チケット電
話予約受
付等業務
及び会員
事務局業
務の委託

株式会社
インテリ
ジェンス
65百万円

国立劇場
清掃業務

イオンディ
ライト株式

会社
64百万円

東京オペラ
シティ共同
利用施設
新国立劇
場・東京オ
ペラシティビ
ル駐車場

管理委託

東京オペ
ラシティビ
ル株式会

社
63百万円

国立劇場
構内で使
用する電

気

丸紅株式
会社

61百万円

現代舞台

芸術の公
演事業

沖縄伝統

芸能の公
開事業

新国立劇

場熱媒需
給

国立劇場

清掃業務

新国立劇

場（小劇
場）舞台機

構制御盤

等整備工

事

国立劇場

で使用す
る電気

国立文楽

劇場の用
地賃貸借

国立劇場

チケット電
話予約受

付及び会

員事務局

業務の委

託

国立劇場

（小劇場）

調光器盤

設備整備

工事

東京オペラ

シティ共同

利用施設

新国立劇

場・東京オペ

ラシティビル

駐車場 管

理委託

事業概要

独立行政法人日本芸術文化振興会

に対し、その業務の財源に充てるために必要

な金額を交付する。

文化芸術活動に対

する援助

＊支出は基金事業

アルバイト給与及

び、百万円以下の

物品購入

伝統芸能の公開

及び現舞台芸術

の公演

伝統芸能の伝承

者の養成及び現

代舞台芸術の実

演家その他の関

係者の研修

伝統芸能及び現

代舞台芸術に関

する調査研究、資

料収集・活用

劇場全体の運営管

理業務および人件

費（事業系・管理系

一括計上

【Ａ】

【Ｂ】 【Ｃ】 【Ｄ】 【Ｅ】 【Ｆ】

【Ｃ】

〔委託・随意契約〕

【C-1】 【C-2】

〔委託・随意契約〕 〔随意契約〕 〔一般競争〕 〔一般競争〕

【C-3】 【C-7】

〔随意契約〕

【C-6】

〔随意契約〕

【C-9】

〔一般競争〕

【C-8】【C-4】 【C-5】 【C-10】

〔随意契約〕 〔一般競争〕



資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）

研修事業
710百万円

新国立劇
場業務委

託

新国立劇
場運営財

団
385百万円

国立劇場
おきなわ
業務委託

国立劇場
おきなわ
運営財団
65百万円

国立文楽
劇場上方
歌舞伎衣
裳損料及
び人件費

松竹衣装
株式会社
5百万円

国立能楽
堂電気・機
械設備保
守等業務

株式会社
東洋実業
3百万円

新国立劇
場

熱媒需給

東京オペ
ラシティ熱
供給株式

会社
3百万円

国立劇場
清掃業務

イオンディ
ライト株式

会社
2百万円

国立劇場
構内で使
用する電

気

丸紅株式
会社

2百万円

国立能楽
堂清掃業

務

新東産業
株式会社
2百万円

国立劇場
警備等業

務

国際警備
株式会社
2百万円

国立文楽
劇場

用地賃貸
借

大阪市
3百万円

【D】

〔委託・随意契約〕

【D-1】 【D-2】

〔委託・随意契約〕 〔随意契約〕

【D-3】

〔一般競争〕

【D-7】

〔随意契約〕

【D-6】

〔一般競争〕

【D-9】

〔一般競争〕

【D-8】【D-4】 【D-5】 【D-10】

〔一般競争〕 〔一般競争〕〔随意契約〕

現代舞台

芸術の研

修事業

沖縄伝統

芸能の研

修事業

国立劇場

清掃業務

国立劇場

で使用す

る電気

国立劇場

警備等業

務

国立文楽

劇場の用

地賃貸借

国立能楽

堂電気・

機械設備

保守業務

新国立劇

場熱媒需

給

国立能楽

堂清掃業

務

国立文楽

劇場 上方

歌舞伎衣

裳損料及

び人件費

新国立劇
場業務委

託

新国立劇
場運営財

団
302百万円

国立劇場
おきなわ
業務委託

国立劇場
おきなわ
運営財団
86百万円

文化デジ
タルライブ
ラリーシス
テム改修

作業

株式会社
東芝

22百万円

公演記録
音声収録

業務

株式会社
パシフィッ
クアートセ

ンター
19百万円

公演記録
録音調整
卓更新

ヒビノ株式
会社

42百万円

国立劇場
構内で使
用する電

気

丸紅株式
会社

13百万円

調査研究事業
909百万円

文化デジ
タルライブ
ラリー舞
台芸術教
材「文楽編
作品解説」

の制作

株式会社
文化工房
18百万円

文化デジ
タルライブ
ラリー舞
台芸術教
材「歌舞伎
編　鶴屋

南北」の制
作

株式会社
文化工房
18百万円

公演記録
映像収録
等の業務
に係る要
員の派遣

株式会社
エヌ・エス・

ティー
18百万円

録音・録画
などに関
する技術

業務

株式会社
エヌ・エス・

ティー
16百万円

【E】

〔委託・随意契約〕

【E-1】 【E-2】

〔委託・随意契約〕

【E-3】 【E-8】

〔一般競争〕

【E-4】

〔企画競争〕

【E-6】

〔随意契約〕

【E-7】

〔随意契約〕

【E-5】

〔一般競争〕

【E-10】【E-9】

【一般競争】〔一般競争〕〔企画競争〕

現代舞台

芸術の公

演・研修

にかかる

調査研究

事業

沖縄伝統

芸能の公

演・研修

にかかる

調査研究

事業

公演記録

録音調整

卓更新

国立劇場

本館およ

び演芸場

公演記録

音声収録

業務

国立劇場

で使用す

る電気

文化デジ

タルライブ

ラリーシス

テム改修

作業

国立劇場本

館及び演芸

資料館におけ

る公演記録映

像収録等の

業務に係る要

員の派遣

国立能楽

堂自主公

演記録の

録音・録

画に関す

る技術業

務

文化デジ

タルライブ

ラリー舞

台芸術教

材「文楽

編 作品

解説」の

制作

文化デジ

タルライブ

ラリー舞

台芸術教

材「歌舞

伎編 鶴屋

南北」の

制作



資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）

※【G】＝【C-1】＋【D-1】＋【E-1】

新国立劇
場業務委

託

新国立劇
場運営財

団
4,082百万

円

舞台運用
操作業務

(株)シア
ターコミュ
ニケーショ
ンシステ

ムズ
297百万円

照明音響
運用業務

(株)レンズ
212百万円

警備業務

セコム(株)
146百万円

設備管理
業務

大成サー
ビス(株)

141百万円

清掃業務

(株)日進
産業

95百万円

ボックスオ
フィス運営

業務

ぴあ(株)
63百万円

楽屋稽古
場管理業

務

マンパ
ワージャ
パン(株)
56百万円

劇場案内
業務

サントリー
パブリシ

ティサービ
ス(株)

52百万円

舞台進行
管理業務

(株)ザ・ス
タッフ

50百万円

舞台美術
センター
総合管理

業務

（株）アサ
ヒファシリ

ティズ
42百万円

新国立

劇場の

運営業

務

〔委託・随意契約〕

【G】

【G-2】 【G-3】 【G-4】 【G-5】 【G-6】 【G-7】 【G-8】 【G-9】 【G-10】

舞台運用

操作業務

照明音響

運用業務

警備業務 設備管理

業務

清掃業務 チケット販

売

楽屋稽古

場管理運

営業務

舞台進行

管理業務

劇場案内

業務

舞台美術

センター総

合管理業

務

【G-1】

〔随意契約〕 〔随意契約〕 〔随意契約〕 〔一般競争〕 〔一般競争〕 〔随意契約〕 〔一般競争〕 〔随意契約〕〔一般競争〕 〔一般競争〕

共通事業
2,965百万円

国立劇場
構内で使
用する電

気

丸紅株式
会社

5百万円

財務諸表
等の官報

掲載

東京官書
普及株式

会社
5百万円

ネットワー
ク機器遠
隔監視保
守業務

日立電子
サービス

（株）
5百万円

監査契約

監査法人
トーマツ
5百万円

国立劇場
電気・機械
設備等保
守管理業

務

株式会社
ダイケング

ループ
4百万円

香里園宿
舎屋上防
水等工事

株式会社
岡工務店
45百万円

情報シス
テムの総
括運用管
理支援業

務

富士ネット
システム
ズ株式会

社
15百万円

国立劇場
所蔵の絵
画の調査
及び修復

（株）額装
舛水

9百万円

国立劇場
清掃業務

イオンディ
ライト株式

会社
7百万円

葛西職員
宿舎の借
上契約の

更新

三井不動
産住宅
リース株
式会社
6百万円

【F】

〔随意契約〕

【F-1】 【F-2】

〔一般競争〕 〔一般競争〕 〔一般競争〕 〔一般競争〕

【F-4】 【F-8】 【F-10】【F-6】

〔一般競争〕

【F-7】 【F-9】【F-3】 【F-5】

〔随意契約〕 〔随意契約〕 〔一般競争〕 〔企画競争〕

ネットワー

ク機器遠隔

操作監視保

守業務

監査契約国立劇場所

蔵の絵画の

調査及び修

復業務

国立劇場清

掃業務

国立劇場で

使用する電

気

葛西職員宿

舎の借上契

約の更新

香里園宿舎

屋上防水等

工事

情報システ

ムの総括運

用管理支援

業務

国立劇場

電気・機械

設備等の保

守管理業務

財務諸表等

の官報掲載



資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）

※【H】＝【C-2】＋【D-2】＋【E-2】

国立劇場お
きなわ業務

委託

国立劇場お
きなわ運営

財団
617百万円

公演記録
映像業務

(株)沖縄
映像セン

ター
10百万円

中央監視
システム
保守点検

業務

ジョンソン
コントロー
ルズ(株)
8百万円

照明設備
定期保守

業務

(有）沖縄
エル・アン
ド・ジー
8百万円

舞台機構
定期保守

業務

カヤバシ
ステムマ
シナリー

（株）
7百万円

舞台技術
常駐業務

(株)ハート
ス

59百万円

設備保守
等業務

沖縄県ビ
ルメンテナ
ンス協同

組合
27百万円

清掃業務

沖縄県ビ
ルメンテナ
ンス協同

組合
23百万円

劇場案内
等運営業

務

(株)りゅう
せきビジ
ネスサー

ビス
15百万円

警備業務

新報警備
保障総合
ビル管理

(株)
14百万円

音響設備
定期保守

業務

ヤマハサ
ウンドテッ

ク(株）
12百万円

国立劇場おき

なわの運営業

務

【H】

【H-１】 【H-2】 【H-3】 【H-4】 【H-5】 【H-6】 【H-7】 【H-8】 【H-9】 【H-10】

舞台技術

常駐業務

電気・機

械設備保

守業務

清掃業務 公演記録

映像業務

劇場案内

等運営業

務

音響設備

定期保守

業務

警備業務 中央監視

システム

保守点検

業務

照明設備

定期保守

業務

舞台機構

定期保守

業務

〔一般競争〕 〔一般競争〕 〔一般競争〕 〔一般競争〕 〔一般競争〕 〔一般競争〕 〔一般競争〕 〔随意契約〕 〔一般競争〕 〔一般競争〕

〔委託・随意契約〕



人件費、警備・清掃等委託費、機械保守費 等

617

事業費
（物件費）

養成研修費、台本記録作成費、印
刷製本費、業務委託費等

710

事業費

計 710 計

費　目 使　途

4,082

617

計 6,039 計

芸能記録作成費、資料収集活用費、養成研修費、公演費　等

Ｄ．研修事業 H.国立劇場おきなわ運営財団

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

Ｃ．公演事業 G.新国立劇場運営財団

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

人件費、警備・清掃等委託費、機械保守費 等
4,082

公演費、研修費、資料収集活用費　等

事業費
（物件費）

新国立劇場及び国立劇場おきな
わの公演費、業務委託費、機械保
守費等

6,039
事業費

一般管理費
（物件費）

損料及び借料、業務委託費、機械保守費、消耗品費、旅費等 292

一般管理費
（人件費）

管理系人件費 763

909

計 2 計 2,965

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

事業費
（人件費）

事業系人件費 1,910

費　目 使　途

公演費、養成研修費、資料収集活
用費、業務委託費等（内訳は、B～
E参照）

7,660
事業費

（物件費）
資料収集活用費、芸能記録作成費、印刷製本費、業務委託
費、機械保守費等

909

管理系人件費

事業系人件費 1,910

Ｂ．基金事業 Ｆ．法人共通事業

費　目
金　額

(百万円）

事業費
（物件費）

基金事業アルバイト給与・消耗品
費

2
事業費

（人件費）

763

金　額
(百万円）

計 10,625 計

費　目 使　途
金　額

(百万円）

管理費
（物件費）

借料及び損料、業務委託費、機械
保守費、消耗品費、旅費等

292

一般管理費
（人件費）

事業費
（物件費）

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

Ａ．独立行政法人日本芸術文化振興会 Ｅ．調査研究事業



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

D-1.新国立劇場運営財団 D-6.大阪市

使　途
金　額

(百万円）

2

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

国立劇場警備等業務 2

計 3 計 2

5 計

その他 新国立劇場熱媒需給 3 役務

3 計

D-5.東京オペラシティ熱供給株式会社 D-10.国際警備株式会社

D-4.株式会社東洋実業 D-9.新東産業株式会社

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

国立能楽堂清掃業務 2

計

役務
国立能楽堂電気・機械設備保守等
業務

3 役務

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

計

費　目 使　途

賃貸借・役
務

国立文楽劇場上方歌舞伎衣裳損
料及び人件費

5 その他

費　目 使　途

2

国立劇場構内で使用する電気 2

費　目 使　途
金　額

(百万円）

3

計 65 計

D-2.国立劇場おきなわ運営財団 D-7.イオンディライト株式会社

費　目 使　途
金　額

(百万円）

D-3.松竹衣裳株式会社 D-8.丸紅株式会社

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

役務 3

計

新国立劇場の運営業務（研修事
業）

385 賃貸借 国立文楽劇場用地の賃貸借

国立劇場構内で使用する電気 61

計

工事
国立劇場（小劇場）調光器盤設備
整備工事

98 その他

役務
国立劇場おきなわの運営業務（研
修事業）

65 役務

98 計

2

国立劇場清掃業務 2

61

385 計

役務
東京オペラシティビル共同利用施設　新国立劇場・東京オペラ
シティビル駐車場管理委託

63

計

C-5.東芝ライテック株式会社 C-10.丸紅株式会社

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

C-3.東京オペラシティ熱供給株式会社 C-8.イオンディライト株式会社

費　目

106 計 63

工事
新国立劇場（小劇場）舞台機構制
御盤等整備工事

106

64

その他 新国立劇場熱媒需給 281 役務 国立劇場清掃業務 64

計 281 計

84

C-2.国立劇場おきなわ運営財団 C-7.株式会社インテリジェンス

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

C-4.株式会社サンケン・エンジニアリング C-9.東京オペラシティビル株式会社

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

役務

国立劇場チケット電話予約受付等業務及び会員事務局業務 65

計 466 計

金　額
(百万円）

国立文楽劇場の用地賃貸借

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

C-1.新国立劇場運営財団 C-6.大阪市

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

金　額
(百万円）

84

計 3,395 計

新国立劇場の運営業務（公演事
業）

3,395 賃貸借

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

65

役務
国立劇場おきなわの運営（公演事
業）

466 役務



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

F-1.株式会社岡工務店 F-6.丸紅株式会社

使　途
金　額

(百万円）

5

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

国立劇場電気・機械設備等保守管理業務 4

計 6 計 4

9 計

賃貸借 葛西職員宿舎の借上契約の更新 6 役務

7 計

F-5.三井不動産住宅リース株式会社 F-10.株式会社ダイケングループ

F-4.イオンディライト株式会社 F-9.監査法人トーマツ

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

監査契約 5

計

役務 国立劇場清掃業務 7 役務

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

計

費　目 使　途

役務
国立劇場所蔵の絵画の調査及び
修復業務

9 役務

費　目 使　途

5

ネットワーク機器遠隔監視保守業務 5

費　目 使　途
金　額

(百万円）

5

計 15 計

F-2.富士ネットシステムズ株式会社 F-7.東京官書普及株式会社

費　目 使　途
金　額

(百万円）

F-3.株式会社額装舛水 F-8.日立電子サービス株式会社

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

工事 5

計

香里園宿舎屋上防水等工事 45 その他 国立劇場構内で使用する電気

国立劇場構内で使用する電気 13

計

工事 公演記録録音調整卓更新 42 その他

役務
情報システムの総括運用管理支
援業務

15 その他

42 計

5

財務諸表等の官報掲載 5

13

45 計

国立能楽堂自主公演記録の録音・録画等に関する技術業務 16

計

役務
国立劇場本館および演芸場公演
記録音声収録業務

19 役務

使　途
金　額

(百万円）

16

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

19 計

E-5.ヒビノ株式会社 E-10.丸紅株式会社

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

18

役務
文化デジタルライブラリーシステム
改修作業

22 役務
国立劇場本館及び演芸資料館における公演記録映像収録等
の業務に係る要員の派遣

18

計 22 計

18

E-2.国立劇場おきなわ運営財団 E-7.株式会社文化工房

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

E-4.株式会社パシフィックアートセンター E-9.株式会社エヌ・エス・ティー

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 86 計

役務 18

計 302 計

E-8.株式会社エヌ・エス・ティー

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

使　途
金　額

(百万円）

新国立劇場の運営業務（調査研究
事業）

302 役務
文化デジタルライブラリー舞台芸術教材「文楽編　作品解説」
の制作

E-3.株式会社東芝

86 役務
文化デジタルライブラリー舞台芸術教材「歌舞伎編　鶴屋南
北」の制作

18

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

E-1.新国立劇場運営財団 E-6.株式会社文化工房

費　目 使　途
金　額

(百万円）

18

役務
国立劇場おきなわの運営業務（調
査研究事業）



費　目

7

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

H-1.（株）ハートス H-6.ヤマハサウンドテック（株）

費　目

計 14 計

照明設備定期保守業務劇場案内等運営業務 15 役務

23 計

金　額
(百万円）

計 15 計 8

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

役務 警備業務・駐車場管理業務 14 役務 舞台機構定期保守業務 7

H-5.新報警備保障総合ビル管理（株） H-10.カヤバシステムマシナリー

8

役務 清掃業務 23 役務 中央監視システム保守点検業務 8

計

8

H-4.りゅうせきビジネスサービス H-9.(有)沖縄エル・アンド・ジー

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

役務

公演記録映像業務 10

計

役務 電気・機械設備保守業務 27 役務

使　途
金　額

(百万円）

10

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

27 計

H-3.沖縄県ビルメンテナンス協同組合 H-8.ジョンソンコントロールズ（株）

役務 舞台技術常駐業務

42

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

59 計

使　途
金　額

(百万円）

59 役務 音響設備定期保守業務

12

H-2.沖縄県ビルメンテナンス協同組合 H-7.（株）沖縄映像センター

12

計

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

使　途
金　額

(百万円）

50

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

141 計

G-5.（株）日進産業 G-10.（株）アサヒファシリティズ

舞台美術センター総合管理業務 42

計 95 計

役務 清掃業務 95 役務

計

G-4.大成サービス（株） G-9.（株）ザ・スタッフ

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

使　途
金　額

(百万円）

役務 設備管理業務 141 役務 舞台進行管理業務 50

146 計

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

52

役務 警備業務 146 役務 劇場案内業務 52

計

63

G-2.（株）レンズ G-7.マンパワージャパン（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

297 計

計 212 計

G-3.セコム（株） G-8.サントリーパブリシティサービス株式会社

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

役務 63

計

舞台運用操作業務 297 役務 チケット販売（ボックスオフィス）運営業務

212 役務 楽屋稽古場管理運営業務 56

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

G-1.（株）シアターコミュニケーションシステムズ G-6.ぴあ（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

56

役務 照明音響運用業務



支出先上位１０者リスト

Ｃ

Ｄ

Ｅ

入札者数 落札率※

新国立劇場の運営業務（調査研究事業）

2 ー

8 株式会社エヌ・エス・ティー 国立劇場本館及び演芸資料館における公演記録映像収録等の業務に係る要員の派遣 18 3 ー

10 丸紅株式会社 国立劇場構内で使用する電気 13 4 ー

9 株式会社エヌ・エス・ティー 国立能楽堂自主公演記録の録音・録画等に関する技術業務 16

文化デジタルライブラリーシステム改修作業 22

2 ー

随意契約 ー

5 株式会社パシフィックアートセンター 国立劇場本館及び演芸場公演記録音声収録業務 19 1 ー

4 株式会社東芝

11（公募） ー

7 株式会社文化工房 文化デジタルライブラリー舞台芸術教材「歌舞伎編　鶴屋南北」の制作 18 10（公募） ー

国立劇場警備等業務 2

6 株式会社文化工房 文化デジタルライブラリー舞台芸術教材「文楽編　作品解説」の制作 18

3 ヒビノ株式会社 公演記録録音調整卓更新 42

入札者数 落札率※

1 財団法人新国立劇場運営財団 302

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

随意契約 ー

随意契約 ー

2 財団法人国立劇場おきなわ運営財団 国立劇場おきなわの運営業務（調査研究事業） 86

4 ー

7 イオンディライト株式会社 国立劇場清掃業務 2 1 ー

5 ー

9 新東産業株式会社 国立能楽堂清掃業務 2 1 ー

10 国際警備株式会社

8 丸紅株式会社 国立劇場構内で使用する電気 2

国立文楽劇場上方歌舞伎衣裳損料及び人件費 5

随意契約 ー

随意契約 ー

4 株式会社東洋実業 国立能楽堂の電気・機械設備保守等業務 3 3 ー

3 松竹衣裳株式会社

随意契約 ー

6 大阪市 国立文楽劇場用地の賃貸借 3 随意契約 ー

東京オペラシティビル共同利用施設　新国立劇場・東京オペラシティビル駐車場管理委託 63

5 東京オペラシティ熱供給株式会社 新国立劇場熱媒需給 3

2 財団法人国立劇場おきなわ運営財団 国立劇場おきなわの運営業務（研修事業） 65

4 ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

10 丸紅株式会社 国立劇場構内で使用する電気 61

随意契約 ー

入札者数 落札率※

1 財団法人新国立劇場運営財団 新国立劇場の運営業務（研修事業） 385

2 ー

6 大阪市 国立文楽劇場の用地賃貸借 84 随意契約 ー

随意契約 ー

8 イオンディライト株式会社 国立劇場清掃業務 64 1 ー

9 東京オペラシティビル株式会社

7 株式会社インテリジェンス 国立劇場チケット電話予約受付等業務及び会員事務局業務 65

国立劇場おきなわの運営（公演事業） 466

随意契約 ー1 財団法人新国立劇場運営財団 新国立劇場の運営業務（公演事業） 3,395

随意契約 ー

3 東京オペラシティ熱供給株式会社 新国立劇場の熱媒需給 281 随意契約 ー

2 財団法人国立劇場おきなわ運営財団

随意契約 ー

5 東芝ライテック株式会社 国立劇場（小劇場）調光器盤設備整備工事 98 3 ー

4 株式会社サンケン・エンジニアリング 新国立劇場（小劇場）舞台機構制御盤等整備工事 106

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）



Ｆ

Ｇ

Ｈ

※同種の他の契約の予定価格を類推させるおそれがあるため非公表としている。

2 ー

劇場案内等運営業務 15

警備業務 146

情報システムの総括運用管理支援業務 15

公演記録映像業務 10

2 ー

1 ー

8 ジョンソンコントロールズ（株） 中央監視システム保守点検業務 8 随意契約 ー

7 （株）沖縄映像センター

1 ー

10 カヤバシステムマシナリー（株） 舞台機構定期保守業務 7

電気・機械設備保守業務 27

9 （有）沖縄エル・アンド・ジー 照明設備定期保守業務 8

6 ヤマハサウンドテック（株） 音響設備定期保守業務 12

2 ー

4 （株）りゅうせきビジネスサービス

3 沖縄県ビルメンテナンス協同組合 清掃業務 23

7 ー

1 ー

5 新報警備保障総合ビル管理（株 警備業務 14

入札者数 落札率※

10 （株）アサヒファシリティズ 舞台美術センター総合管理業務 42 1 ー

1 ー

1 （株）ハートス 舞台技術常駐業務 59 2 ー

2 沖縄県ビルメンテナンス協同組合

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

ボックスオフィス運営業務 63

1 ー

随意契約 ー

7 マンパワージャパン（株） 楽屋稽古場管理業務 56 1 ー

6 ぴあ（株）

2 ー

9 （株）ザ・スタッフ 舞台進行管理業務 50 随意契約 ー

舞台運用操作業務 297

8 サントリーパブリシティサービス（株） 劇場案内業務 52

5 （株）日進産業 清掃業務 95

随意契約 ー

3 セコム（株）

2 （株）レンズ 照明音響運用業務 212

1 ー

随意契約 ー

4 大成サービス（株） 設備管理業務 141

2 ー

9 有限責任監査法人トーマツ 監査契約 5 3（公募） ー

随意契約 ー

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率※

1 （株）シアターコミュニケーションシステムズ

10 株式会社ダイケングループ 国立劇場電気・機械設備等保守管理業務 4

葛西職員宿舎の借上契約の更新 6

1 ー

随意契約 ー

6 丸紅株式会社 国立劇場構内で使用する電気 5 4 ー

5 三井不動産住宅リース株式会社

随意契約 ー

8 日立電子サービス株式会社 ネットワーク機器遠隔監視保守業務 5 2 ー

業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

7 東京官書普及株式会社 財務諸表等の官報掲載 5

4 イオンディライト株式会社 国立劇場清掃業務 7

2 ー

2 富士ネットシステムズ株式会社

1 株式会社岡工務店 香里園宿舎屋上防水等工事 45

随意契約 ー

1 ー

3 株式会社額装舛水 国立劇場所蔵絵画の調査及び修復業務 9

入札者数 落札率※支　出　先
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